
一般社団法人国際法協会日本支部 2013年度事業報告書 (2013.4。 1～ 2014.3.31)

住所

代表理事

当法人の 2013年度終了に伴い、

1.会員総会

以下の通りご報告申し上げます。

定時会員総会を 2013年 4月 20日 13時 45分ん14時 15分に東京大学山上会館において行つ

た。議事の詳細は、資料Aを参照。

2.理事会

第 1回理事会を 2013年 4月 20日 12時 10分～13時 30分に東京大学山 L会館において行つ

た。議事の詳細は、資料 Bを参照。

第 2回理事会を2013年 H月 11日 18時 30分～20時 10分に私学会館 (アルカデイア市ヶ谷)

において行つた。議事の詳細は、資料Cを参照

3。 事業活動その 1 研究活動

① 国内大会

国内大会を 2013年 4月 20日 11時
～18時に東京大学山上会館において行つた。大会の詳細

は次の通り。

午前の部  テーマ 「武力紛争犠牲者に対する賠償」 座長 中谷和弘・東京大学教授

報告  「武力紛争4義牲者のための賠償メカニズムの構築一一Mass Claims Processの 意義
と課題」  古谷修一・早稲田大学教授・ ILA武力紛争・犠牲者賠償委員会報告者
討論・質疑応答

午後の部 テーマ「気候変動」  座長 松井芳郎・名古屋大学名誉教授
報告   「国際法協会『気候変動に関する法原則』委員会の活動と研究作業 (2008～ 2012

年 )」  吉田脩・筑波大学教授・ ILA気候変動委員会委員
「気候変動の将来枠組をめぐる国際交渉の現状と課題」 田村政美 0外務省気候変動課長
「排出枠取引制度―一国内法の課題を中心に」 大塚直・早稲田大学教授

「気候変動と国際経済法」  平覚・大阪市立大学教授

討論・質疑応答



② 国際委員会
国際委員会委員を海外で開催された委員会に派遣した。

4.事業活動その 2 出版活動

英文国際法年報 (Japanese Yearbook oflnternttional Law)第 56巻の出版を行つた。同巻は2014

年 3月 に刊行された。同巻の目次は、資料Dを参照。

5。 決算

2014年 4月 19日 開催の会員総会において全員一致で承認された。詳細は、資料 Eを参照。
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一般社団法人国際法協会日本支部 2013年 度定時会員総会議事録

日‖寺:2013年 4月 20日 (IL)13日寺45分-14日寺15分
場所 :東京大学 (本郷キャンパス)山上会館

会員総数 :304名
出席者及び委任状提出者の総数 :160名
出席理事 (16名 ):妹場準一、位田隆一、岩澤雄司、内田久司、奥脇直也、兼原敦子、熊

倉禎男、香西茂、櫻田嘉章、道垣内正人、中谷和弘、広部和也、森川幸一、松井芳郎、宮

崎繁樹、村瀬信也

出席監事 (1名 ):り |1村明

村瀬信也代表理事が議長席につき、出席者及び委任状提出者の総数が 160名 ゆえ、定足

数を満たし本総会は有効に成立した旨を宣言し、議事に入つた。

審議事項 1:2012年 度事業報告及び同年度の決算案 (事業報告書、公益目的支出計画
実施報告書、貸借対照表及び正味財産増減計算書を含む)の承認の件

各担当理事から、 2012年 度事業報告及び同年度決算案 (事業報告書、公益目的支出計     rイ
画実施報告書、貸借対照表及び正味財産増減計算書を含む)について説明がなされ、全員     11
-致、これを承認した。                                    '、 |

審議事項2:2013年 度事業計画及び同年度予算案の件

各担当理事より、2013年 度事業計画及び同年度予算案について説明がなされ、全員一

致、これを承認した。

審議事項 3:新入会員の承認の件

担当理事より、理事会としては今井直・宇都官大学教授、古谷健太郎・海上保安大学校准

教授、松浦陽子・東北学院大学講師、松隈潤・東京外国語大学教授、岩本誠吾・京都産業

大学教授、川員田嘉壽子・立正大学教授の6名 を会員総会に新入会員として推薦し、会員

総会の承認を頂きたい旨の説明がなされ、全員一致、これを承認した。

審議事項4:特別会員の承認の件

担当理事より、理事会としては会員総会に対して、長嶺安政、佐藤地、三上正浩、道井緑

一郎の各氏にかえて石井正文、山上信吾、小林賢一、赤堀毅の各氏を特別会員として推薦

し、承認を頂きたい旨の説明がなされ、全員一致、これを承認した。

審議事項 5:理事の選任の件

代表理事より、長嶺安政理事から理事の辞任届が提出されていること、理事会としては会

員総会に対して長嶺氏の補欠の理事として石井正文氏を推薦し、石井氏を長嶺氏の補欠
の

理事に選任して頂きたい旨の説明がなされた。会員総会は、全員一致、石井正文氏を長嶺
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安政前理事の補本の理政を撻姦甍憶と姦Ъ篠琴
任者は、席上、その強亀毎曇面熱曇Ъ纂薙
了する時 (平成 26年 `

理事の任期は前任者
で

の時)までであることが確認
された。

審議事項 6:世界大会
の日本開催の件

代表理事より、
2012年 度第 3回理事会で

の決定に基づき、世界
大会を2020年 に日

本において開催す
る
軍
を本年 5月 開催

の国際法協会本部理
事会に嘉いて表明

したい旨の説

明がなされ、全員
一致、これを承認

した。
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代表理事 (議長)  村瀬4

業務執行理事    熊倉
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議事録作成者  理事
。庶務主任  中谷和弘
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一般社団法人国際法協会日本支部 2013年 度第 1回理事会議事録

日‖寺: 201 34卜 4月 20日  (lL) 1 2日寺1

場所 :東京大学 (本郷キヤンパス)山上会館

0分-13時 30分

理事総数 :26名 (山 田中正理事が2013年 3月 21

出席者 理事 (16名 )妹場準一、位田隆一、岩澤雄司、
熊倉禎男、香西茂、櫻田嘉章、道垣内正人、中谷和弘、

日に逝去のため 26名 となる)
内田久司、奥脇直也、兼原敦子、

広部和也、森川幸一、松井芳郎、

宮1奇繁樹、村ii711信也

監事 (1名 ):り |1本 1・明

欠席者 理事 :安藤仁介、鴻常夫、落合誠一、小和田恒、川又良也、小寺彰、長嶺安政、

松岡博、柳井俊二、山本草二

監事 :折田正樹

村瀬信也代表理事が議長席につき、出席理事が上記
16名 ゆえ、定足数を満たし本理事会

は有効に成立した旨を宣言し、議事に入つた。

報告事項 :代表理事t業務執行理事、庶務主任 (庶務担当理事)、 会計主任 (会計
担当理事)、

研究企画主任 (研究企画担当理事)、 編集副主任 (編集担当理事)から、自己の職務
の執行

の状況について報告がなされ、全員一致、これを承認した。

審議事項 1:2012年 度事業報告及び同年度決算案 (事業報告書、公益目的支出計画実

施報告書、貸借対照表及び正味財産増減計算書を含む)の件

各担当理事より、2012年 度事業報告及び同年度決算案 (事業報告書、公益目的支出計

画実施報告書、貸借対照表及び正味財産増減計算書を含む)について説明がなされ、全員

一致、これを承認した。

審議事項 2:2013年 度事業計画及び同年度予算案の件

各担当理事より、2013年 度事業計画及び同年度予算案について説明がなされ、全員一

致、これを承認した。

審議事項 3:理事及び特別会員の件

代表理事より、理事につき、長嶺安政理事より辞任届が提出され
たこと、長嶺氏の補欠の

理事として石井正文氏を補欠の理事とすることを会員総会に推薦した
い旨の説明がなされ、

全員一致、これを承認した。

担当理事より、特別会員につき、2012年 度第 3回理事会後の事情もふまえて、同理事

会で会員総会への推薦が決定された者のうち山上信吾氏、小林賢
一氏、及び石井正文氏、

赤堀毅氏の計 4名 を会員総会に特別会員に推薦したい旨の説明
がなされ、全員一致、これ

を承認した。

審議事項4:新入会員承認の件

担当理事より、古谷健太郎・海上保安大学校准教授、松浦陽
子 0東北学院大学講師、
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議事録作成者  理事 。庶務主任  中谷和弘
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一般社団法人国際法協会日本文部 2013年 度第 2回理事会議事録

日時 :2013年 11月 11日 (月 )18時 30分-20時 10分
場所 :私学会館 (アルカデイア市ヶ谷)7階白根の間
理事総数 :24名

出席者

』!事 (16名 )llk場準一、岩澤雄司、鴻常大、奥脇直也、落合誠一、兼原敦子、熊倉禎男、
香西茂、小寺彰、櫻田嘉章、道垣内正人、中谷和弘、広部和也、宮1奇繁樹、村瀬信也、

森川幸一

出席監事 (2名 )折田正樹、川村明

欠席者

瑚1事 :安藤仁介、石井正文、位田隆一、内田久一、小莉1田恒、川又良也、松井芳郎、

柳井俊二

村瀬信也代表理事が議長席につき、出席理事が上記 16名 ゆえ、定足数を満たし本理事会
は有効に成立した旨を宣言し、議事に入つた。

報告事1頁 :代表理事、業務執行理事、各主任による報告

代表理事、業務執行理事、各主任 (庶務、会計、編集、研究企画の各担当理事)か ら自己
の職務の執行の状況について報告がなされ、全員一致、これを承認した。

審議事項 1:2013年 度事業報告及び同年度予算執行状況の件

各担当理事より、 2013年 事業報告及び同年度予算執行について説明がなされ、全員一
致、これを承認した。

審議事項 2.:次期の理事及び執行部の件

代表理事より、次期の理事及び執行部に関する一般的方針が示され、全員一致、これを承

認した。

審議事項 3:世界大会の件

代表理事より、2020年に京都で開催される世界大会について、今後の一般的方針が示され、

全員一致、これを承認した。



審議事項 4 その他

担当理事より、特別会員として、小林麻紀氏及び小林賢一氏に代えて中村和彦氏及び御巫
智洋氏に就任して頂くことが提案され、全員一致、これを承認し、 2014年 4月 開催の
会員総会の承認を求めることとした。また、担当理事より、3名 の会員 (松岡博理事、山本
草二理事、本間浩会員)の逝去につき報告があった。これにより、通常会員 289名 、特
別会員 7名 、維持会員 11名 の計307名 となる。
担当理事より、公日1管理規程の案について説明がなされ、全員一致、これを承認した。
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2013年 11月 14日

一般社日1法人国際法協会日本支部

代表理事 (議長)  オす瀬信也

監事        折田正樹 i

監事       川村明詰

議事録作成者  理事・庶務主任  中谷和弘
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資料 [

2013年 度

務 諸

(2013年 4月 1日 から平成 2014年 3月 31日 まで)

一般社団法人 国際法協会日本支部



正味財産増減計算書
2013年4月 1日から2014年 3月 31日 まで

(単位:円 )
目科 当 年 度 前 年 度 増  減 備 考

―
Ｉ
Ｊ
「
―
―
―
―
―
‥
Ｉ
ト
ト
ト
Ｌ
Ｅ
ト
ト
ト

減増常

・　　
　
　
　
　　
　
　
　
　　
　
　
　
　　
　
　
　
　　
　
　
　
　　
　
　
　
　　
　
　
　
〈〓
〈
〓

4,580,000

4,068,215

400,000

166,847

4,828,000

3,926,640

4000000

200,695

-248,000

141,575

0
-33,848

別紙1項

別紙4項

別紙5項
9,215,062 9,355,335 -140,273

3,083,589

5,450,865

704.170

303,180

1,418,358

840,000

132,782

493,000

120,000

113,6801

3,247,377

5,460,840

1,808,260

302,163

1,228,679

840,000

274,432

259,920

-163,788

-9,975

-1,104,090

1,017

190,179

0

-141,650

233,080

0

-7,425

637

::|::||

別紙6項

別紙7項

別紙8項
13,183,665 14.097,509 -913,844

-3,968,603 -4,742,174 773,571
０

　

０

　

０

０

　

０

　

０

０

　

０

　

０

0 0 0
-3,968,603 -4,742,174 773,571

0 0 0

0 0 0

0 0 0
-3,968,603 -4,742,174 773.571

72,063,992 76,806,166 -4,742,174

68,095,389 72,063,992 -3,968,603

0 0 0

0 0 0

0 0 0

68,095,389 721003,992 -3,968,603



(参考)収支計算書
2013年4月 1日から2014年 3月 31日まで

事業活動収支の部
1.事業活動収入
① 会費収入

維持会費収入(法人)
維持会費収入(非法人)
通常会費収入

② 事業収入
年鑑分与事業収入

③ 補助金等収入
民間助成金収入

④ 雑収入
受取利息収入

雑収入

事業活動収入計
2.事業活動支出
① 事業費支出

年鑑費支出
・編集費支出
・印刷製本費支出

研究活動費支出
・世界大会・国際委員会関係費
・国内大会・国内委員会関係費
本部負担金支出

小計
② 管理費支出

給料手当支出

支部会議費支出
本部会議費支出

旅費交通費支出

通信運搬費支出

消耗品費支出

租税公課支出

新法人移行関連費支出

雑支出

小計
事業活動支出計

事業活動収支差額
投資活動収支の部
1.投資活動収入
2.投資活動支出

投資活動収支差額
財務活動収支の部
1.財務活動収入
2.財務活動支出

財務活動収支差額
予備費支出

当期収支差額

前期繰越収支差額
次期繰越収支差額
次期繰越収支

400,000

700,000

3,504.000

3,900.000

400,000

20,000

0

4,068,215

400,000

16,847

0

0
-24,000

168,215

0

-3,153

150,000

別紙1項

別紙4項

別紙5項

8,924,000 9,215,062

1,381,953

3,2001000

5,600,000

3,083,589

5,450,865

704,170

303,180

1,418,858

…116,411

-149,135

-295,830

-96,820

36,905

別紙6項

11,581,953

840,000

300,000

800,000

120,000

110,000

50,000

70,000

200,000

100,000

840,000

132,782

4931000

42,805

70,000

244,410

166,326

0
…167,218

0

3,680

-7,195

0

44,410

66,326

14,171,953 13,183,665

…5,297,953

-5,247,953

1,329:350



・ 貸 借 対 照 表
2014年 3月 31日現在

(単位 :円 )

別紙 2項

別紙 3項

目科 当 年 度 前 年 度 増  減
資産の部

1,流動資産
現金預金

未収入金

流動資産合計

2.固定資産
固定資産合計

資産合計

負債の部

1.流動負債
未払金

前受金

流動負債合計

2.固定負債
固定負債合計

負債合計

正味財産の部

1.一般正味財産
(うち特定資産への充当額)

正味財産合計

負債及び正味財産合計

68,032,389

72,000

73,974,390

84,000

-5,942,001

-12,000

68P104,389 74,058,390 -5,954,001

0 0 0

68,104,389 74,058,390 -5,954,001

0

9,000

1,973,398

21,000

-1,973,398

-12,000

9,000 1,994,398 -1,985,398

0 0 0

9,000 1,994,398 -1,985,398

68,095,389

(―)

72,063,992

(―)

-3,968,603

(=い)

68,095,389 720063,992 -3,968,603

68,104,389 74,058,390 -5,954,001



一般社団法人国際法協会日本支部
2013年度財務諸表 月J紙

6        )
(    loo,ooo

② 維持会員(非法人)
(    loo,ooo

4,580.00o

X 4社 4口 )
未収金回収分
今期未収分

X  7峯1 7口 )
未収金回収分
今期未収分

能嚇
０
０
０
　
０
０
０

回

(単位:円 )

=    400,Ooo

=    700,00o

③撻塾常釜導員 (`曇
罵縦;脇
負者を除:く )名

 292日 )
回収不能

林蓄逸腱逝劫基要(H%彙震跳ゞ
00

●期首入会者
(※敬称略)

通常会員 6名

倉燭覇珀雲М 際松ヽ隈潤、

●3月末までの退会者
(※敬称略)     維持会員(法人)な し

維持会員(非法人)なし
通常会員 9名  道垣内弘本、松田竹男、溜池良夫、徳江鈴
L―
一

^″
一 一 一 一 ―

―… (ご 逝 去 )本 問 浩 、 松 岡 博 、 山 本 童 二 ヽ
`

未収会費
前期繰越
84,000     +

前受会費
前期繰越
21,000

今期未収
72,000

今期分に充当
-       12,000

酬儡* = 麺
24,000

*本間浩先牛(ご逝去)分会費 (H25年度分)を含む。

前受
0     =  9,000

*¥9,000は、小田滋先生H21年度会費前受け分。
H21年度より特別会員になられた為毎年持ち越してい

助成金収入内訳
末延財団
安達財団

雑収益内訳
・銀行日座の受け取り利息。
。その他、下記を含む。

繕馨言聾1曇尋套君羞袋雰
収分

400,000
200,Ooo
200,Ooo

166,847

36,000
104,000
10,000



2013年

         輻 響11;〔l:り,差異 5,720 )
7本部送金額算出方法

303名    ×

1.418,858

30   ==     £9,o9o.00
×     156
+   3,000:__(手 数料)
≒   1,418,8584/Jヽ数点以下切捨て)

155。 76円は送金日4月 26日時点のレート

※2012年度より会員数が6名減少したが、円安により
bの増額となった。

2012年度の送金額¥1,228,679(309名 )力も¥19o,17

(1)円安により、一人あたり会費 (706.2円 )増加 (303人分) 213,979
T卜¥132.22で)    23_800

雑費内訳 166贅326

繁理鍵藁轟ダ
イダ~手期帽離離却、

60を含む。
1タ  ー960 )



一般社団法人国際法協会日本支部
財産目録
2014年3月 31日

(3)定期預金
三井住友銀行丸の内支店
三菱東京UF」銀行本店

(3)金銭信託 (ヒット)
三菱信託銀行本店

(4)振替貯金
2未 収 金
_赳 験 費

68。032.389
6157100

2,208,403

84,717
86,228

7,136

1,411,059

116,703

33,000,000

30,268,749

234,294
0

72.000

72.000
資     燿ヨ 合 言十 68,104.389
(負債の部)
II流動負債
1未払金
2前受会費

0
9。000

乳 債 合 言十 99000
コ巨  彫二J財  産 68,095.389



財務諸表に対する注記

重要な会計方針
(1)棚卸し資産の評価基準及び評価方法

(2'I』1[磁ζち1,:;〔lil冒]ξli彙ていえ彙い0
固定資産は保有していない。
(3)引 当金の計上基準
引当金は設けていない。
(4)消費税の会計処理
消費税及び地方消費税の会計処理は税込方式によっている。

特定資
涎鍵呉ど霞署ごる烏甍可

特定資産の財源等の内訳
上記2項に同じ。

固定
轟涎是奥行標磐♂便響潔テ

計額及び当期末残高

魃 褥 鑢 憫 渕 撒 餞 扮
高

(単位:円 )
が 目 前期末残高
現 金 預
~丁

未 収 金
73,974,390

849000
68,032,389

72,00o
合  計 74,058,390 38,104,389
未払金

~

1,973,398 0
前 受 会 費 219000 9,000
合  研 1,994,398 9,000
塗期繰越頂支要碩 72,063,992 68,095,389



附 属 明 細 書

1.特定資産の明細
特定資産は、保有していない。

2.引 当金の明細

(単位 :円 )
科 目 期首残高 当期減少額 その他 期末残高

当期増加額 目的使用

賞与引当金 0 0 0 0 0
退職給付引当金 0 0 0 0 0
役員退職慰労引当金 0 0 0 0 0



【事業別区分経理の内訳表】
平成 25年 4月  1日 から平成 26年 3月 31日 まで

(単位 :円 )

経常収益計 400,000 4,068.215 4,635,062 0 4、3800001 9,215,062





′監事監査報告書

一般社団法人国際法協会日本支部
代表理事 村瀬 信也 殿  ｀

私たちは、本法人の2013年度 事業年度 (2013年 4月 1日 から2014
年 3月 31日 まで)の業務及び財産の状況等について監査を行いました。その結
果につき、以下のとおり報告いたします。

監査の方法の概要

私たちは、理事会その他の重要な会議に出席するほか、理事等からその職務の
執行状況を聴取し、重要な決裁書類等を開覧し、業務及び財産の状況を調査し、
事業報告を求めました。また、事業報告書並びに会計帳簿等の調査を行い、計算
書類、すなわち財産目録、貸借対照表、正味財産増減計算書、個別注記表、附属
明細書の監査を実施しました。

記
監査結果

(1)事業報告書は、法令及び定款に従い、法人の状況を正しく示しているもの
と認めます。

(2)会計帳簿は、記載すべき事項を正しく記載し、
致しているものと認めます。

上記の計算書類の記載と合

(3)計算書類は、法令及び定款に従い、収支及び財産の状況等を正しく示して
いるものと認めます。
(4)理事の職務執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大
な事実は認められません。

以上

2θ /夕年十月7日

監事 巧場午硼 ル す多F(墾)
監事 )ll序1 ロロ 暉
10


